
いばらきものづくり未来研究会茨城県研究開発型企業交流協会
企業ネットワークを新しい力に

若
手
経
営
者
の
育
成
を
目
的
に
勉
強
会
や
見
学
会
で
相
互
協
力

　
い
ば
ら
き
も
の
づ
く
り
未
来
研
究
会
は
、
県
内
の
若
手
経
営
者
の
育
成
を
目
的
に

２
０
０
１
年
に
発
足
し
た
。
全
国
の
中
小
企
業
の
受
発
注
や
仲
介
を
手
が
け
る
Ｎ
Ｃ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
顧
問
に
、
茨
城
県
中
小
企
業
振
興
公
社
が
事
務
局
を
務
め
る
。
初

代
会
長
の
関
正
克
関
プ
レ
ス
社
長
は
「
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
あ
る
が
、
情
報

も
限
定
さ
れ
、
悩
み
も
打
ち
明
け
に
く
い
。
県
全
域
で
あ
れ
ば
仕
事
も
違
い
、
相
互

協
力
も
可
能
に
な
る
と
思
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。
こ
の
た
め
県
内
を
県
央
、

県
北
、
県
南
、
県
西
、
鹿
行
の
エ
リ
ア
に
分
け
、
東
京
本
社
で
も
茨
城
県
内
に
工
場

の
あ
る
若
手
で
元
気
、
前
向
き
、
技
術
力
が
あ
り
将
来
有
望
な
中
小
企
業
の
２
代

目
、
３
代
目
を
選
抜
し
、
約

社
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

歳
定
年
で
常
に
若
返
り

ブランディングについてセミナーを開催

福井県のチタンクリエーターを訪問

　
「
若
手
が
発
言
し
や
す
い

よ
う
に

関
社
長

と
、
途

中
か
ら

歳
に
な
っ
た
ら
退

会
す
る
ル
ー
ル
を
導
入
。
常

に
若
返
り
を
図
り
つ
つ
、
す

で
に

年
が
経
過
し
た
。
現

在
は
約

社
が
会
員
と
な
り

勉
強
会
や
工
場
見
学
会
を
実

施
し
て
い
る
。
２
０
１
３
年

度
は
広
沢
技
術
振
興
財
団
か

ら
研
究
会
事
業
の
セ
ミ
ナ
ー

が
採
択
さ
れ
助
成
金
を
受
け

た
。
会
長
の
今
橋
正
守
今
橋

製
作
所
社
長
は
「
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
や
東
日
本
大
震
災

が
あ
っ
て
勉
強
の
必
要
性
を

痛
感
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
い
、
決
算
書
の
見
方
や

事
業
継
承
な
ど
の
勉
強
会
を

開
催
す
る
ほ
か
、
外
部
講
師

に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

勉
強
会
な
ど
、
座
学
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
一
方
、

歳
と
い
う

定

年
制

が
あ
る
た
め
、
メ
ン

バ
ー
の
維
持
も
大
変
だ
。

「
今
の
メ
ン
バ
ー
は
団
塊
ジ

ュ
ニ
ア
が
多
く
、
２
、
３
年

後
に
は
３
分
の
１
が
抜
け
て

し
ま
う
」

今
橋
社
長

こ

と
か
ら
若
手
後
継
者
の
会
員

開
拓
は
欠
か
せ
な
い
。

歳

前
後
を
ど
う
増
や
し
て
い
く

か
が
最
大
の
課
題
だ
。

　
同
研
究
会
の
ポ
イ
ン
ト
は

全
国
の
中
小
企
業
に
精
通
し

た
Ｎ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
顧

問
と
し
て
参
画
し
て
い
る
こ

と
と
、
茨
城
県
中
小
企
業
振

興
公
社
が
事
務
局
が
務
め
て

い
る
点
。
自
治
体
に
は
あ
ら

ゆ
る
助
成
制
度
が
あ
る
も
の

の
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
中
小

企
業
も
多
い
。
知
っ
て
い
て

も
利
用
の
仕
方
、
申
請
書
の

書
き
方
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
。
こ
う
し
た
情
報
の
発
信

か
ら
サ
ポ
ー
ト
ま
で
、
中
小

企
業
の
あ
ら
ゆ
る
サ
ポ
ー
ト

を
提
供
し
て
い
る
振
興
公
社

が
事
務
局
を
務
め
て
い
る
こ

と
で
、
会
員
は
ト
ー
タ
ル
サ

ポ
ー
ト
を
享
受
し
て
い
る
。

　
他
方
、

歳
は
ま
だ
ま
だ

若
く
、
経
営
者
と
し
て
も
こ

れ
か
ら
と
い
え
る
。
「
Ｏ
Ｂ

会
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

声
も
あ
っ
た
が
Ｏ
Ｂ
会
で
は

意
味
が
な
い
」

関
社
長

と
い
い
、
同
研
究
会
の
発
展

系
と
し
て
県
の
枠
を
超
え
た

新
た
な
交
流
会
の
創
設
を
模

索
し
て
い
る
。

茨
城
県
特
集

研
究
開
発
を
積
極
的
に
志
す
企
業
の
会
組
織
改
革
、
企
画
・
立
案
部
門
を
強
化

　
１
９
８
９
年

月
に
設
立
し
た
茨
城
県
研
究
開
発
型
企
業
交
流
協
会

Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ａ
、
イ
ル
ダ
、
辻
信
行
会
長

ツ
ジ
電
子
社
長

が
今
年
度
に
入
っ
て
企
画
・
立
案
部
門
を
強
化
す
る
改
革
を
実
施
し
た
。
今
年
５
月
の
Ｉ
Ｒ
Ｄ

Ａ
総
会
で
、
ペ
ン
ギ
ン
シ
ス
テ
ム

茨
城
県
つ
く
ば
市

の
仁
衡
琢
磨
社
長
が
下
部
組
織
「
２
３
会
」
の
リ
ー
ダ

ー
に
就
任
。
同
協
会
の
略
称
も
「
い
ば
ら
き
Ｒ
＆
Ｄ
協
会
」
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
、
さ
ら
に
２
３
会
が
提
案

し
た
実
行
部
会
の
立
ち
上
げ
も
承
認
さ
れ
た
。

今年５月のＩＲＤＡ総会で
は各種改革案が承認された

今年７月の沖縄産業調査では、公設研究機関や
廃ガラスリサイクル事業会社などを視察した

共
同
受
注
窓
口
設
置
も
検
討

　
組
織
改
革
の
主
な
変
更
点

は
、
既
存
の
最
終
決
裁
機
関

の
役
員
会
と
、
企
画
・
立
案

機
関
の
２
３
会
に
、
実
行
機

関
の
実
行
部
会
を
新
設
す
る

こ
と
で
３
機
関
の
位
置
づ
け

を
明
確
に
し
よ
う
と
い
う
も

の
。
平
成

年
度
に
立
ち
上

が
っ
た
こ
と
が
名
前
の
由
来

と
な
っ
た
「
２
３
会
」
は
次

世
代
経
営
者
な
ど
若
手
中
心

の
集
ま
り
で
、
企
画
・
立
案

を
活
動
の
主
な
目
的
と
し
て

い
た
。
だ
が
立
ち
上
げ
後
、

Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ａ
事
業
の
実
行
に
伴

う
作
業
に
時
間
が
割
か
れ
、

「
企
画
・
立
案
に
割
く
時
間

が
十
分
に
と
れ
な
く
な
っ
て

い
た
」

仁
衡
２
３
会
リ
ー

ダ
ー

。
こ
の
た
め
、
実
行

機
関
と
し
て
の
実
行
部
会
を

設
置
し
、
企
画
・
立
案
機
関

と
分
け
る
こ
と
で
、
企
画
・

立
案
を
強
化
し
よ
う
と
考
え

た
。

　
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ａ
の
現
在
の
会
員

数
は

社
。
こ
の
う
ち
、
２

３
会
は
主
力
メ
ン
バ
ー
７
人

で
構
成
さ
れ
、
つ
く
ば
の
研

究
成
果
を
県
内
企
業
へ
橋
渡

し
を
す
る
県
商
工
労
働
部
の

「
い
ば
ら
き
サ
ロ
ン
」
と
、

つ
く
ば
市
の
技
術
開
発
支
援

室
の
２
機
関
を
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
い
る
。
実
行
部
会

は
広
報
部
会
、
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ａ
事

業
部
会
、
会
員
間
交
流
事
業

部
会
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
事
業
部

会
の
四
つ
。
部
会
長
は
２
３

会
の
主
力
メ
ン
バ
ー
が
担

当
、
部
会
員
と
し
て
Ｉ
Ｒ
Ｄ

Ａ
の
各
会
員
企
業
か
ら
最
低

１
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

７
―
８
人
で
構
成
し
て
い

る
。

　
実
行
部
会
で
は
、
産
学
官

技
術
交
流
会
や
自
主
開
催
の

展
示
会
な
ど
既
存
の
Ｉ
Ｒ
Ｄ

Ａ
本
体
の
事
業
に
加
え
、
２

３
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
県
外
見

学
会
や
新
規
発
足
事
業
の
実

行
も
役
目
。
早
速
、
今
年
７

月
に
２
泊
３
日
で
沖
縄
の
産

業
を
調
査
す
る
視
察
会
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
会
員
間
交

流
事
業
を
積
極
的
に
実
施
す

る
こ
と
で
、
「
感
覚
的
に
は

会
員
間
で
の
受
発
注
も
２
年

前
に
比
べ
２
―
３
倍
に
増
え

て
い
る
」

同

。

　
こ
う
し
た
受
発
注
の
活
発

化
を
背
景
に
２
３
会
で
は
共

同
受
注
の
窓
口
の
設
置
を
検

討
し
て
い
る
。
「
窓
口
が
な

い
た
め
、
共
同
受
注
で
き
そ

う
な
案
件
を
逃
し
て
し
ま
っ

た
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
」

同

と
し
て
、
難
し
い
案

件
で
も
果
敢
に
取
り
組
む
潜

在
力
の
あ
る
「
い
ば
ら
き
Ｒ

＆
Ｄ
協
会
」
の
基
盤
作
り
に

一
層
の
力
を
入
れ
て
取
り
組

む
。
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